
シンポジウム実施報告 

「原子・電子構造制御による次世代デバイス開発に向けた基礎研究と新展開 

―多元系化合物ベースの次期太陽電池・新規熱電物質・電子相関物質―」 

 

多元系化合物・太陽電池研究会では、第 76 回応用物理学秋季学術講演会（名古屋国際会議場、

平成 27 年 9 月 13 日（日））にて、一般シンポジウム「原子・電子構造制御による次世代デバイ

ス開発に向けた基礎研究と新展開―多元系化合物ベースの次期太陽電池・新規熱電物質・電子相

関物質―」を開催した（図 1）。本シンポジウムの実施報告を以下に記す。 

近年、多元系化合物は、GaAs 系や CIGS 系太陽電池への実用化とその周辺技術の進歩にて基

幹電源の一部を担う物質となってきた。また、近年、レアメタルフリー太陽電池として期待され

る CZTS を生み出し、さらに新たな太陽電池材料として期待される酸化物・窒化物・硫化物の研

究成果を通じて、その限りない多機能性に大きな注目が寄せられている。また、太陽電池分野の

みならず熱電発電、誘電体やスピントロニクス分野の各分野でも、多元系化合物材料を用いた次

世代のデバイス応用を目指した種々の基礎から応用研究が展開されている。本シンポジウムでは、

多元系化合物材料が持っている高いポテンシャルを活かした、多様なデバイス実現にむけ、結晶

成長・プロセス技術の視点から、基礎から現在までの進展の紹介および、実用化に向け残された

課題ついて議論した。 

本シンポジウムは件の招待講演、6件の一般口頭講演からなる計 12件の研究発表から構成され、

およそ 100 名が参加した（図 2)。今回のシンポジウムは“一般シンポジウム”の分類で開催した

が、多数の学生会員が聴講した。これは、本研究会が 1986 年に「三元・多元機能性材料研究会」

として発足して以来、長年に渡って培ってきた、次世代の科学技術人材育成の精神に基づくとこ

ろの教育的な視点に配慮したシンポジウムを企画実施することができたことに他ならない。 

世話人の杉山 睦（東京理科大）によるイントロダクトリーに続いて、シンポジウムの前半で

は、新構造太陽電池などの次世代高効率太陽電池の研究開発をテーマとして取り上げ、招待講演

として、宮田俊弘氏（金沢工大）より無害で安価な物質による太陽電池開発の研究報告として｢p 形

Cu2O の抵抗率制御と酸化物ヘテロ接合太陽電池への応用｣、角谷正友氏（物材機構）より、太陽

光スペクトル全体をカバーできる太陽電池開発の取り組みから「窒化物太陽電池の現状と課題」、

荒木秀明氏（長岡高専）より豊富で安全な汎用材料から構成されるレアメタルフリーな太陽電池

開発の視点から「Cu2SnS3系薄膜太陽電池の現状」の 3 件のご講演をして戴いた（図 3）。 

後半では、太陽電池材料を含めた多元系化合物の統一的理解による新規機能の発現や機能複合

化に関する研究報告が行われた。特に、池田 直氏（岡山大学）から多元系化合物の可能性を拓

く基礎物性研究として「電荷秩序系酸化鉄化合物を用いる太陽電池研究の現状」、谷山智康氏（東

工大応セラ研）より、磁性の電界制御に向けた研究事例として、強磁性薄膜と強誘電体のヘテロ

界面特性に着目した「ヘテロ構造系マルチフェロイクス－磁性の電界制御の現状と課題－」、また、

菅野 勉氏（パナソニック）からは多元系材料を用いた製品開発の立場から「デバイス・システ

ム展開を見据えた熱電材料の開発」について招待講演をして戴いた。 

今回のシンポジウムでは、昨今、本研究会が主に取組んできた化合物太陽電池のみならず多元

系化合物の統一的理解による新規機能の発現や機能複合化に関する革新的研究を取り上げたこと

によって、様々な分類分科に属する研究者が一堂に会して、それぞれの視点から同一テーマにつ



いて意見交換できたことは大きな成果であった。 

最後に、世話人である米田 稔（岡山理科大）より、本シンポジウムが盛況に実施されたこと

に対して、すべての講演者および参加者へ感謝の念が伝えられ、併せて、本研究会主催の「平成

27 年度年末講演会」が新潟県長岡市で平成 27 年 12 月に開催され、多元系化合物太陽電池および

関連材料・デバイスに関する分野や、発光材料と光物性・酸化物・磁性体・熱電材料などの分野

など、多元系に関する広範囲な内容を対象としていることが紹介され、本シンポジウムを終了し

た（図 4）。 

 

 

   

  図 1．シンポジウムの趣旨         図 2．シンポジウムのプログラム 

   

図 3．シンポジウムの様子          図 4．平成 27 年度年末講演会     


